










































































年　度 明治9年 明治10年 明治11年 明治12年 明治13年
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その他
ﾌ引用 合　計



















































































































































































明治9年 明治10年 明治11年明治12年 明治13年 合計
a．総記事数 159 409 406 500 534 2008









Q2．4％ 19．8％ 12．5％ 19．2％
c．動詞述語による記事末数　　　99 81 177 158 197 169 782
　　　　　　　　　　　　　，．曾曾曾曾メ^a　　　曹9曾 　9T0．9％ 43．3％ 38．9％
「幽
R9．4％ 31．6％　　　曾，R8．9％
　　　　　　　　　　　　　，曾曾曾пC体言止による記事末数　　　，曽・「 曽　15 111 109 噛　154 195 　　，T84
　　　　　　　　　　　　　曾曾п^a　　　曽曽 9．4％ 27．1％ 26．8％ 30．8％36．5％ 　　，曾曾Q9．1％
　　　　　　　　　　　　　，，曾「曹曽メ{d曾9，辱「 96 288 267 351 　　P曾R64　　　曾
????
B冨（c＋d）／a（％） 60．4％ 70．4％ 65．8％ 70．2％ 68．2％ 68．0％









明治9年 明治10年 明治11年 明治12年 明治13年 合計
する。 1 4 15 6 24 50
した。 2 4 1 1 6 14
するといふ。 2 12 3 11 6 34
したといふ。 1 8 2 7 18
するといひます。 1 5 6
動詞＋う。 1 2 2 1 6
動詞＋なんだ。 1 1
動詞未然形＋ん。 2 4 1 7
します。 21 36 15 22 11 105
しました。 38 81 88 98 72 377
しません。 3 5 3 11 2 24
しませなんだ。 2 2
しませんでした。 1 1
しませう。 3 9 15 8 2 37
しますといふ。 1 1
しましたといふ。 2 1 3
文語形 7 5 5 26 43
文語形といふ。 4 3 12 15 34
文語形といひます。 1 1
形容詞といふ。 1 1
命令形 5 4 1 4 3 17
体言止め 15 111 109 154 195 584
断定の助動詞 34 95 91 99 67 386
形容詞。 5 9 8 8 30
形容詞かろう。 2 2
助動詞・まい 1 1 3 4 9
形容詞と。 1 1
すると。 1 2 3????
しますと。 9 2 3 14
文語形と。 7 31 38
その他 1 2 1 29 33
感嘆 8 6 9 6 5 34
その他 17 15 18 22 20 92
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合　計 　印Q61147．6％10gi19．9％　1Q5i　4．6％25i　4．6％44i　8．0％　2 84i・5・3％548i・・0％
　生起位置から寄書欄と新聞欄の異同を検討する。
○寄書欄における断定の助動詞の全体的な使用を見ると，「その他の引用」は寄書全体の15％ほど
　の割合を占めている。それに対し，新聞欄では約30％が「その他の引用」である。市井や日常
　生活のニュースや情報を間接に読者に伝える新聞欄と違い，寄書欄には情報伝達の役割を担って
　いない，自らの考えや意見，思想を綴る文章の多いことがうかがえる。
○「だ」と「なり」は新聞欄と同じ傾向を示しており，両者とも地の文の文中での使用が多い。特
　に「なり」は地の文の文中での使用が7割強を占めている。
○「であります」は新聞欄と異なり，記事末での集中は見られないが，地の文の文末では4割ほど
　の使用率である。これは寄書欄自体の数が少なく，記事末に集中することがないためだと考えら
　れる。文中の使用より，地の文の文末に使用が偏っていることは新聞欄と一致する。
○「です」は新聞欄と同様に，会話文においてはほかの断定の助動詞より使用率が高いことが見ら
　れる。
3　まとめ
　本稿では，明治前期の小新聞『仮名読新聞』の明治9年かち明治13年までの五年間における各
年の1ヶ月分を対象とし，断定の助動詞についての全数調査を行った。その結果，新聞欄と寄書
欄における断定の助動詞の使用が似た傾向を示していること，また，生起位置によって，各断定の
助動詞に使用上の偏りが見られることが明らかになった。全体における顕著な特徴を次に示す。
①r仮名読新聞』の新聞欄と寄書欄においては，「だ」と「なり」とは常に使用率の高い表現である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－30一
　この二つの断定の助動詞は，明治9年では両者において甚だしい差があるが，明治13年になる
　と，この2形式は拮抗するにいたる。これは，主として2通りの理由が考えられる。一つは記
　事の長さが短くなったことにより，「だ」の連用形の「で」の使用が減少したことである。もう
　一つは文語体へと進んでゆき，口語表現が減っていくことである。
②「です」は同時期のr読売新聞』の新聞欄には皆無であり，また，他の資料にもあまり用いられ
　ていないとの報告もある。『仮名読新聞』は文語体に回帰する傾向のなかでも，「です」の使用率
　には減少が見られない。編集者の仮名垣魯文が積極的に「です」を『仮名読新聞』に取り入れた
　のだと考えられる。寄書欄は，用例数が少ないため断言できないが，寄書数が減少する明治12
　年以降，「です」の使用率も減少傾向を示している。当時のr仮名読新聞』の読者層では，「です」
　がまだ馴染みの表現ではない可能性があると考えられる。
　『仮名読新聞』の断定の助動詞を調査したことで，文体の推移や当時使用されていた断定の助動
詞の特徴を見出すことができた。ただし，r仮名読新聞』の語法や文体の特徴は断定の助動詞のみ
から断言できることではない。今後，断定の助動詞以外の方向から，明治初期の貴重な言語資料の
『仮名読新聞』の様相を探りたい。
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